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工学院大学プロフィール
◎所在地

東京都新宿区西新宿1-24-2
（新宿キャンパス）

東京都八王子市中野町2665-1
（八王子キャンパス）

◎沿革
1887年、帝国大学の総長であった
渡辺洪基を中心によって創立された。
西欧の進んだ工業技術教育を日本に
導入し、優れた技術者を育成すると
いうのがその目標であった。そして、
100年を過ぎた現在、高度情報化社
会を担い、リードする人材を育成す
ることが教育の目標となっている。
この目標を達成するため、新宿キャ
ンパスは新宿新都心に位置し、情報
やシステムなどの人工科学に重点を
置いている。また、一方の八王子キ
ャンパスでは、一般教育やスポーツ
などを通じた人格形成、実験的な自
然科学教育の機能を担っている。

◎学生数
7503人

◎ネットワーク環境
バックボーンはTRAINと512Kbps
で接続されている。新宿と八王子
の2つのキャンパス間はデジタル専
用回線で接続されている。そして、
両キャンパスの中は、FDDIによる
100Mbpsの学内ネットワークが構
築されている。すべての学生は入
学と同時にアカウントとメールア
ドレスが与えられる。
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工学院大学

大学院工学研究科情報学専攻

持田研究室

新宿西口は副都心の超高層ビルが立ち並ぶまさに東京の中心にある工
学院大学。一世紀にわたって優れた人材を輩出してきた。今回は、インタ
ーネットでの仮想都市などを研究している持田研究室をたずねてみた。

こちらの大学院はできたばかりのようで

すが、どういった目的で創設されたの

ですか？

この大学院は、3年前に文部省に認可さ

れてスタートしました。ここの特徴として

は、大学教育でありながら、産業界の色を

早めに取り入れて、企業などの社会に巣立

っていってからいち早く戦力になるような

教育をしようという目標があることです。

そのため、私も含めて教授の中には、企業

で働いてた人が多数おりまして、従来の学

術組織とはまたちょっと違った空気が流れ

ています。また、企業などの組織に属して

いながらここで学ぶという学生もたくさん

いるわけです。インターネットの登場など

で、社会の流れがますます急激になってい

ます。その流れに大学のような学術機関が

追いついていくには、このような形態が必

要だと思われます。

また、ここでは新しい学位である「情報

学」も取得できます。なぜ、情報工学でな

く情報学なのかというと、人と機械のコミ

ュニケーションを考えたとき、ハードウェ

ア、ソフトウェア、そして人間という要素

が絡み、それはまったく新しい社会学の1

面も含むからです。学生はその研究テーマ

によって「工学」か「情報学」かを選んで

専攻することができます。

持田研究室の仮想都市におけるコミュニ

ケーションとはどんな研究ですか？

基本的には、インターネットなどによるコミ

ュニケーション、機械と人との対話などを研

究しています。

持田康典教授

持田研究室のホームページ
jhttp://samurai.ee.kogakuin.ac.jp/

学生たちは充実した環境で、自由に
インターネットに触れることができる。

jhttp://sin.cc.k
og

ak
ui

n.
ac.jp/
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その研究の中で「Phi」というシステムが完

成しています。これは、インターネット上に仮想

の都市を作ってコミュニケーションをとるとい

うものです。当大学の学生はもちろん、他の

大学にも参加者がいます。参加した大学のサ

ーバーに、このシステムの参加者が自由に都

市を作り、参加者はそれらの街を行き来して

会話をしたりしながら怪物を倒したりするよ

うなゲームをするというものです。ただ、怪物

を倒すといっても、ロールプレイイングゲーム

のように育ったり、シナリオがあったりするわ

けではありません。人が、ある仮想現実の中

に存在して行動するという状況を作り出し、

その仮想現実の中で起こりえるコミュニケー

ションの形態や、どうしたら仮想現実の世界

をうまく認知できるデザインになるかといっ

たソフト的な面や、サーバーの運用といった

ハード的なこと、そして仮想空間そのものな

どの考察を行っています。

なぜ、ゲーム性を持たせているのかという

と、ひとことで言ってしまえば、素直に人が

飛びつくからですね。私は以前、企業に属し

ていたときにマルチメディアの研究をしていた

のですが、こういった新しいメディアを人間が

体験するとき、どうすればたくさんの人が触れ

てみたくなるものになるかと言えばやはり遊

びという要素があってこそなのです。ゲーム

ならコミュニケーションや画像などといった

インターネットの多くの要素が入ってきます。

ゲームを取り入れることで人が仮想現実とい

うものをより理解しやくなるわけです。

ですから、このコンピュータネットワーク上の仮

想都市の研究および開発の最初の段階とし

てはまずゲーム性というものを取り入れたので

す。

この研究は、どのような形に発展させて

いくのですか？

現在、この仮想都市を教育に応用できな

いかとか、仮想都市の環境を快適にするた

めにはどうすればいいのかなどという基礎的

な研究が始まっています。教育などは、イン

ターネットのリアルタイム性などが活かせる

ようなものが作れるのではないかと考えてい

ます。離れたところからでもリアルタイムで

添削したり教えたりできるといったシステム

が構築できないか、その可能性や中身など

の研究が始まっています。

この仮想都市でのコミュニケーションとい

う研究が、ゲームというスタートポイントか

ら教育や環境などといったさまざまな方向に

発展していこうとしています。

仮想都市のほかにも、ずいぶんいろんな

研究がされていますね。

この研究室では、私自身がこの研究をし

なさいという形で指導するだけではありま

せん。学生たちが自主的に研究テーマを見つ

けて、それをおしすすめるというようにして

います。そのため、1つの研究室の中で、さ

まざまな分野の研究がなされているわけです。

マルチメディアやインターネットは人間がそ

の系の中に必ず存在する1つの社会ですから、

ソフトだけの研究ではいけないし、ハードだ

けというのもいけない。そういった枠に押し

込めるのではない研究が必要になってくるの

ではないでしょうか。

インターネットのような、言わば新しい学問

を研究するのには、やはり学生の自主性と

いうものを尊重したいと考えています。また、

そのような形で研究をすることで、社会に出

てからいち早く戦力になれる人材が育成でき

るとも考えられるからです。逆に、特に好き

なものが見つからず、研究テーマが見出せな

いという学生にとってはちょっとつらいかも

しれませんね。

ありがとうございましいた。
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現在稼動しているインターネット上の仮想現実都市システム「Phi」の画面。
上の画面が他の参加者と会話する。下の画面は、他の参加者が作った都市。
これらを使って多くの学生がゲームを楽しんだり、コミュニケーションをして
いる。

1996 1996 1996

取材のために勢揃いしてくださった
持田研究室のみなさん

いつもにぎやかな学内の演習室
ソフトウェアだけでなく、さまざまな研究が
進められている。
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